
 

  

 

          

２
月  

日
８
時
、
総
勢  
名
（
う
ち

小
学
生  

、
未
就
学
児
７
）
が
２
台
の

バ
ス
で
自
治
会
館
前
を
出
発
し
ま
し
た
。 

中
央
道
河
口 

湖  

を
下
り
て 

最
初
の
目
的
地 

「
赤
富
士
ワ
イ 

ン
セ
ラ
ー
」
で 

は
甲
州
ワ
イ
ン 

の
製
造
過
程
や

ワ
イ
ン
の
種
類
の
説
明
を
聞
き
、
数
種

類
の
ワ
イ
ン
を
試
飲
し
、
ワ
イ
ン
や
葡

萄
ジ
ュ
ー
ス
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
気
が
悪
く
、
目

の
前
に
そ
び
え
る
富
士
山
が
ま
っ
た
く

見
え
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。 

河
口
湖
畔
へ
移
動
し
て
桔
梗
屋
河
口

湖
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
昼
食
を
戴
き

ま
し
た
。
河
口
湖
か
ら
御
坂
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
て
笛
吹
市
へ
入
り
、
い
よ
い
よ

バ
ス
ツ
ア
ー
の
目
的
で
あ
る
い
ち
ご
農 

び
令
和
６
年
度
の
役
員
・
委
員
・
班
長

の
詳
細
に
関
し
て
は
本
号
と
同
時
配
布

し
ま
し
た
「
令
和
６
年
度
仲
手
原
自
治

会
定
期
総
会
議 

案
書
」
を
参
照 

し
て
く
だ
さ
い
。 

     

園
に
到
着
し
ま 

し
た
。
練
乳
を 

入
れ
た
器
を
受 

取
っ
て
一
斉
に 

温
室
の
な
か
に 

散
ら
ば
り
、
い 

ち
ご
を
ほ
お
ば 

り
ま
す
。
列
に 

よ
っ
て
い
ち
ご 

の
種
類
が
違
い
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
味 

を
楽
し
む
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 

  

い
ち
ご
狩
り 

の
あ
と
「
桔
梗 

信
玄
餅
」
の
工 

場
で
信
玄
餅
詰 

め
放
題
と
い
う 

イ
ベ
ン
ト
を
体 

験
し
ま
し
た
。 

一
枚
の
ビ
ニ
ー 

ル
袋
に
信
玄
餅 

を  

数
個
を
詰 

め
込
ん
だ
と
い 

う
人
も 

(1) 第 67号                            な か て は ら               令和６年(2024) 6 月 1日 
     

５
月  

日
（
日
）  

時
よ
り
自
治
会

館
に
お
い
て
一
般
会
員  

名
、
役
員  

名
の
参
加
を
も
っ
て
自
治
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

全
て
の
議
案
は
満
場
一
致
を
も
っ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
各
議
決
内
容
お
よ 

６７ 
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６
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５
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２
月  

日
９
時
半
よ
り
妙
蓮
寺
台
公

園
、  

時
よ
り
武
相
学
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
下
に
お
い
て
「
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
式

初
期
消
火
器
具
取
扱
訓
練
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
朝
方
よ
り
雨
が
降
り
真
冬

並
み
の
寒
さ
の
中
、
大
勢
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
消
防
団
員
に
よ

る
操
作
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
参
加
者

が
消
火
栓
開
閉
係
、
伝
令
係
、
放
水
係

の
三
人
一
組
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
消
火
器
具
に
は
消
火
栓
開
閉
器

具(

鍵)

、
引
上
式
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
、  

ｍ
の
長
さ
の
消
防
用
ホ
ー
ス
３
本
が
格

納
さ
れ
て
お
り
全
部
つ
な
ぐ
と  

ｍ
に

な
り
、
消
防
用
管
槍(

筒
先)

よ
り  

～ 

ｍ
先
の
目
標
へ
放
水
さ
れ
ま
す
。 

 

 

自
治
会
エ
リ
ア
に
は
、
こ
の
消
火
器

具
が  

台
設
置
さ
れ
て
お
り
、
配
布
済

の
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
マ 

ッ
プ
」
に
位
置
が
掲
載
さ 

れ
て
い
ま
す
。
消
火
栓
は 

路
上  

～  

ｍ
間
隔
で
設 

置
さ
れ
て
お
り
、
フ
タ
は 

す
ぐ
判
別
で
き
る
よ
う
に 

黄
色
地
に
消
火
栓
と
表
示 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

     

１
月  

日  

時
よ
り
篠
原
八
幡
神
社

境
内
に
て
「
節
分
豆
ま
き
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
年
女
・
年
男
の
お
子
さ

ん
は
最
初
に
神
主
さ
ん
か
ら
祈
祷
を
受

け
て
、
そ
の
あ
と
舞
台
に
あ
が
り
、
参

加
者
に
向
け
て
豆
を
ま
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
青
少 

年
指
導
員
も 

豆
や
飴
な
ど 

を
ま
き
、
参 

加
者
が
豆
や 

飴
を
キ
ャ
ッ 

チ
す
る
催
し 

も
行
わ
れ
ま 

し
た
。 

 

    
３
月
２
日
、
樽
町
に
あ
る
「
ザ
・
ニ

ュ
ー
オ
ー
ク
ラ
」
鳳
凰
の
間
に
お
い
て

「
新
旧
役
員
・
委
員
・
班
長
懇
親
会
」

が  

名
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
会
場
側
が
送
迎
バ
ス
を

用
意
し
て
い
る
た
め
、
自
治
会
館
付
近

を  

時
頃
出
発
し
、
懇
親
会
は  
時  

分
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。 開

会
に
際
し 

て
斉
藤
眞
幾
男 

自
治
会
長
か
ら 

令
和
５
年
度
に 

お
い
て
お
世
話

に
な
っ
た
各
委
員
・
班
長
へ
の
労
い
と

新
年
度
お
世
話
に
な
る
各
委
員
・
班
長

へ
期
待
す
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
元
日
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地

震
」
に
ふ
れ
「
未
曾
有
の
災
害
に
対
し

て
更
な
る
工
夫
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
新
年
度
の
役
員
（
基
本
的
に

は
全
員
留
任
予
定
、
５
月
の
総
会
で
決

定
）
の
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
全
員
で
乾

杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
令
和
５
年
度
末
で
引
退
さ
れ

る
青
少
年
指
導
員
の
方
々
３
名
（
岩
崎 

宏
文
さ
ん
、
宮
田
守
さ
ん
、
山
口
美
和

さ
ん
）
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
食
事

を
し
な
が
ら
、
参
加
し
た
新
旧
各
委
員 

・
班
長
全
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

        

今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
自
治

会
で
手
配
し
た
「
大
森
町
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

（
浜
野
誠
さ
ん
＆
佐
藤
眞
司
さ
ん
）
」

の
デ
ュ
オ
に
よ
る
カ
バ
ー
曲
の
ギ
タ
ー

演
奏
と
歌
で
し
た
。
ま
た
ギ
タ
ー
演
奏

を
カ
ラ
オ
ケ
代
わ
り
に
歌
っ
て
く
だ
さ

い
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
中
か
ら

歌
う
人
も
あ
り
ま
し
た
。  
時  

分
頃 

閉
会
と
な
り
、
送
迎
バ
ス
に
よ
り
自
治

会
館
付
近
へ
帰
還
し
ま
し
た
。 
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２
月  
日
港
北
公
会
堂
に
於
い
て
仲

手
原
一
丁
目
に
お
住
い
の
三
原
米
子
さ

ん
が
港
北
区
地
域
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
三
原
さ
ん
は  

年

に
仲
手
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
が
創

設
さ
れ
た
時
の
発
起
人
で
あ
り
、
現
在

も
部
の
代
表
を
務
め
て
お
ら
れ
る
功
績

に
対
し
斉
藤
会
長
の
推
薦
に
よ
り
ま
す
。

今
で
は
部
員
も  

名
に
な
り
篠
原
地
区

で
は
一
、
二
を
争
う
強
豪
チ
ー
ム
で
す
。 

      

ご
本
人
の
談
話
『
随
分
長
く
や
っ
て

た
事
に
自
分
も
び
っ
く
り
！
こ
れ
か
ら

も
仲
間
の
皆
さ
ん
と
楽
し
ん
で
や
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
推
薦
し

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
』 

三
原
さ
ん
は
自
治
会
役
員
や
家
庭
防

災
員
を
務
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
健
民
祭
、
老
人
会
、
公

園
清
掃
等
町
内
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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バザー(マザークラブ) 

 
飲物売場 

 
バザー(竹の子ソフト) 

 
子供遊び(第２どんぐり) 
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焼きそば 

 
玉こんにゃく・フランクフルト 

 
横浜市資源循環局港北事務所 ＰＲ 
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お餅つき・即売 

 
クレープ 

 
伝承遊び(ことぶき会) 

 

  

  

  



 
        

４
月
６
日 

時
よ
り
自
治
会

館
に
お
い
て
斉
藤
会
長
よ
り
新
入
学
児

童
へ
お
祝
い
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
に
連
れ
ら
れ
て  

名
の
新

入
学
児
童
が
訪
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。 

   

６
月 

「
な
か
て
は
ら
」
第  

号
発
行 

日
赤
・
共
同
募
金
の
お
願
い 

７
月  

港
北
小
地
域
防
災
拠
点
訓
練 (

未
定) 

８
月  

夏
祭
り (

24
・
25
日) 

  

９
月  

紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会
地
区
講
習
会 (

未
定) 

 

《 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

》 

植
木
幹
造 

・ 

押
尾
泰
典 

・ 

加
藤
篤
志 

・ 

山
口
美
和 

   

編
集
責
任
者 : 

中
村
泰
雄 

 

                           

こ
の
４
月 

港
南
区
南
台 

小
学
校
よ
り 

着
任
し
ま
し 

た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
校

は
我
が
国
の
視
覚
特
別
支
援
学
校
と
し

て
、
筑
波
大
附
属
、
京
都
府
立
に
次
ぐ

歴
史
を
持
ち
、
横
浜
市
を
中
心
に
視
覚

障
害
を
有
す
る
幼
児
児
童
生
徒
が
徒
歩

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
っ
て
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
音
の
出
る
信
号
機
や
横
断
歩

道
上
の
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
「
エ
ス
コ
ー
ト

ゾ
ー
ン
」
、
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
「
ホ

ー
ム
ド
ア
」
な
ど
、
視
覚
障
害
を
有
す

る
人
が
移
動
し
や
す
く
な
る
設
備
が
近

年
整
え
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
で
す
が
、

整
え
ら
れ
た
設
備
が
有
効
に
機
能
す
る

た
め
に
は
、
人
の
心
配
り
が
ど
う
し
て

も
必
要
で
す
。
本
校
幼
児
児
童
生
徒
が

安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
、
仲
手
原

自
治
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
配

慮
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
本
校
へ
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

第 67号                               な か て は ら             令和６年(2024) 6 月 1日(4) 
    

３
月  

日  

時
か
ら
港
北
消
防
団
第

二
分
団
第
５
班
の
器
具
置
場
の
落
成
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

港
北
消
防
署
篠
原
出
張
所
の
菊
地
所

長
、
港
北
消
防
団
第
二
分
団
の
廣
井
分

団
長
、
篠
原
地
区
連
合
自
治
会
の
川
島

会
長
、
篠
原
台
町
・
仲
手
原
南
・
仲
手

原
自
治
会
の
各
会
長
に
加
え
多
く
の
関

係
者
が
集
ま
り
盛
大
に
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。             

(

斉
藤
眞
幾
男) 

        

訂
正 

第  

号
の
自
治
会
防
災
訓
練
の

記
事
に
お
い
て
、
港
北
消
防
署
篠
原
出

張
所
の
所
長
名
が
「
菊
池
」
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
菊
地
」
で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
な
お
、

菊
地
誠
司
令
は
４
月
１
日
付
で
鶴
見
消

防
署
管
内
へ
異
動
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

新
所
長
は
野
口
拓
海
司
令
で
す
。 

    

仲
手
原
二
丁
目
公
園
に
お
い
て
港
北

区
に
よ
る
施
設
改
良
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
特
に
ブ
ラ
ン
コ
の
脇
か
ら
道
路

に
上
が
る
斜
面
は
、
経
年
に
よ
っ
て
土

砂
が
洗
い
流
さ
れ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
露

出
し
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
基
礎
か

ら
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
新
た
に
斜
面
の
土
留
を
行
い
、

上
か
ら
植
栽
を
施
し
た
こ
と
で
安
全
か

つ
美
し
い
姿
に
生 

ま
れ
変
わ
り
ま
し 

た
。
ま
た
、
併
せ 

て
公
園
内
の
木
の 

伐
採
、
ダ
ス
ト
舗 

装
（
土
の
入
れ
替 

え
）
、
排
水
の
改 

良
が
行
わ
れ
、
こ 

れ
ま
で
以
上
に
子 

ど
も
た
ち
も
安
心 

し
て
遊
ぶ
こ
と
が 

で
き
る
で
し
ょ
う
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域 

の
憩
い
の
場
で
あ 

る
公
園
を
皆
で
大 

切
に
使
っ
て
い
き 

ま
し
ょ
う
。 
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器具置場の前で 
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擁壁による土留施工 
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